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全国の鉄砲隊が御立岬に集結！
火縄銃一斉射撃でギネス世界記録に挑む
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佐
敷
城
跡
観
月
会
が
９
月
９
日
に
あ

り
、約
３
０
０
人
の
観
衆
が
薪
の
炎
と
満

月
が
照
ら
す
能
舞
台
に
見
入
り
ま
し
た
。

　

竹
﨑
町
長
の
祝
砲
と
葦
北
鉄
砲
隊
の

演
武
、
雅
会
に
よ
る
雅
楽
演
奏
の
開
会

行
事
で
幕
を
開
け
た
観
月
会
。
夕
闇
が

迫
る
頃
火
付
け
役
に
よ
り
薪
に
火
が
入

れ
ら
れ
、
薪
能
公
演
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

公
演
で
は
狩
野
琇
鵬
氏
に
よ
る
仕
舞

「
養よ
う
ろ
う老

」、
狂
言
み
の
る
会
に
よ
る
狂
言

「
隠
か
く
し
だ
ぬ
き
狸
」、
最
後
に
喜
多
流
喜
秀
会
に
よ

る
能
「
俊
し
ゅ
ん
ぜ
い
た
だ
の
り

成
忠
度
」
が
舞
わ
れ
、
訪
れ

た
観
客
は
秋
風
が
そ
よ
ぐ
城
跡
で
日
本

の
伝
統
芸
能
の
世
界
に
触
れ
て
い
ま
し

た
。　

　

観
月
会
に
先
立
ち
無
形
文
化
遺
産
で

あ
る
「
能
」
を
体
験
し
、
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
狩
野
琇
鵬
先
生
ら
が
講
師
と

し
て
、
佐
敷
中
学
校
の
１
年
生
を
対
象

に
能
体
験
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
実

際
に
能
を
鑑
賞
し
た
り
、
能
面
の
着
用

や
す
り
足
を
体
験
し
た
り
し
た
生
徒
は

「
視
界
が
狭
く
て
不
安
だ
っ
た
」「
能
面

に
は
そ
れ
ぞ
れ
表
情
が
あ
り
、
意
味
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
な
ど
と
感
想

を
話
し
ま
し
た
。

中
学
生
が
能
を
体
験

佐
敷
城
跡
観
月
会

▲能「俊成忠度」を舞う喜多流喜秀会

◀雅楽を演奏する雅会

▶
み
の
る
会
に
よ
る
狂
言

▲能面をつける佐敷中の 1 年生
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広報あしきた　10 月号

　平成 26 年冬巡業で大相撲が芦北にやって
きます。チケットのお申し込みは大相撲芦北
場所実行委員会まで。

▶日時　11 月 30 日（日）午前８時開場
▶場所　しろやまスカイドーム

＊問い合わせ先
　大相撲芦北場所実行委員会
　☎０９０（６６３７）３６１１
　FAX ０９６８（２６）５３４５

全国火縄銃サミットが開催
され、全国の鉄砲隊や海外
の伝統武芸団体が御立岬公
園海水浴場に集結しまし
た。甲冑姿の武者たちが立
ち並ぶ様子はさながら戦国
時代のようです。

▶大会日時　11 月 16 日（日）
　　　　　　午前８時 30 分から受付
　　　　　　午前９時 30 分開会
▶場所　芦北海浜総合公園
▶出場区分　小学生低学年
　　　　　　小学生高学年
　　　　　　男子（中学・高校）
　　　　　　女子（中学・高校・一般）
　　　　　　一般男子（19 歳以上）
▶参加資格　身長 120㎝以上の人
▶参加費　1,000 円
▶表彰　男子および女子総合優勝
　　　　各クラス別表彰、団体戦表彰
　　　　※副賞：あしきた牛などの特産品
▶申込期限　11 月 10 日（月）
＊申込・問い合わせ先
　芦北海浜総合公園　☎（８２）５５８８

出場者募集！

芦北ローラーリュージュ大会

大相撲芦北場所
　　　チケット好評発売中

人 口　　　１８，８１４人　（ー２９）

男 　　　　８，８４１人　（−１８）

女 　　　　９，９７３人　（ー１１）

65 歳以上　　　　７，１８５人　　（＋１）

世 帯 数　　　　７，４９５世帯　（±０）

人口のうごき（H26.10.1 現在）（　）内は前月比

2014．10広報あしきた　3



2014．10 42014．10広報あしきた　5 広報あしきた

全国火縄銃サミット

　

全
国
火
縄
銃
サ
ミ
ッ
ト
演
武
大

会
に
お
い
て
ギ
ネ
ス
認
定
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
の
誇
り

を
取
り
戻
す
べ
く
、
皆
さ
ん
の
結

集
し
た
力
が
こ
の
よ
う
な
結
果
を

作
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
場
に
立
ち
会
う
こ
と
が
で

き
て
本
当
に
私
も
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

　
今
回
の
認
定
は
芦
北
町
に
と
っ

て
歴
史
的
な
意
義
と
歴
史
に
残
る

素
晴
ら
し
い
栄
光
に
な
る
で
し
ょ

う
。
世
界
に
誇
れ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
し
て
発
信
さ
れ
、
日
本
の
国
益

に
も
繋
が
り
ま
す
。
ま
さ
し
く

「
侍
魂
健
在
！
侍
魂
こ
の
芦
北
に

あ
り
。」

葦北鉄砲隊名誉隊員

藤岡　弘、氏

「
侍
魂
こ
の
芦
北
に
あ
り
」

Message

し
た
。

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
最
後
と
な
る
３
回

目
の
挑
戦
。
平
江
隊
長
は
合
図
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
念
入
り
に
伝
達
し
、
声
の
限

り
叫
び
ま
し
た
。「
全
国
の
鉄
砲
隊
の

力
を
結
集
し
て
こ
れ
に
臨
み
ま
す
！
」

　

集
ま
っ
た
約
３
５
０
０
人
の
観
客
が

祈
る
よ
う
に
し
て
見
守
る
な
か
で
、
最

後
の
一
斉
射
撃
が
放
た
れ
ま
し
た
。

「
ズ
ド
ド
ー
ン
」

　

会
場
一
帯
に
大
き
な
音
が
響
き
渡
る

と
自
然
と
感
動
の
拍
手
が
沸
き
起
こ
り

ま
し
た
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
終
了
直
後
に

行
わ
れ
た
閉
会
式
で
「
２
５
２
人
中

２
５
１
人
が
成
功
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が

あ
る
と
、
会
場
か
ら
は
大
歓
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。
マ
ク
ミ
ラ
ン
さ
ん
か
ら
認

定
証
が
平
江
隊
長
に
手
渡
さ
れ
、
ギ
ネ

ス
世
界
記
録
と
し
て
正
式
に
認
定
さ
れ

ま
し
た
。　

ギ
ネ
ス
認
定
証
を
持
つ
公
式
認
定
員
の
マ

ク
ミ
ラ
ン
・
舞
さ
ん
と
平
江
隊
長

放てえい
！ギ
ネ
ス
世
界
記
録
認
定

全
国
の
鉄
砲
隊
の
力
が
結
集
し
た
一
斉
射
撃

　

葦
北
鉄
砲
隊
創
隊
10
周
年
を
記
念
し

た
「
全
国
火
縄
銃
サ
ミ
ッ
ト
」
が
芦
北

町
で
９
月
27
日
、
28
日
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
27
日
は
し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム

で
歓
迎
式
典
が
あ
り
、
鑑
定
士
と
し
て

も
有
名
な
澤
田
平
氏
に
よ
る
講
演
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

翌
28
日
は
御
立
岬
公
園
海
水
浴
場
で

演
武
大
会
が
行
わ
れ
、
北
は
山
形
県
か

ら
南
は
種
子
島
ま
で
、
全
国
津
々
浦
々

の
鉄
砲
隊
が
集
結
し
ま
し
た
。
ま
た
、

葦
北
鉄
砲
隊
が
過
去
に
遠
征
し
た
英

国
、
韓
国
か
ら
も
伝
統
武
芸
団
体
を
迎

え
、
31
団
体
に
よ
る
国
際
的
な
火
縄
銃

サ
ミ
ッ
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
演
武
大
会
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は

『
火
縄
銃
に
よ
る
空
砲
で
の
一
斉
射
撃

の
最
多
人
数
』
の
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
挑

戦
が
行
わ
れ
、
見
事
２
５
１
人
の
一
斉

射
撃
に
成
功
し
ギ
ネ
ス
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
世
界
記
録
挑
戦
は
こ
れ
ま
で
カ

テ
ゴ
リ
ー
が
な
か
っ
た
た
め
、
ギ
ネ
ス

ワ
ー
ル
ド
レ
コ
ー
ズ
社
が
記
録
認
定
を

「
３
回
以
内
に
２
５
０
人
以
上
が
成
功
」

と
い
う
条
件
で
設
定
し
ま
し
た
。
当
日

は
認
定
条
件
ギ
リ
ギ
リ
の
２
５
２
人
の

参
加
で
、
緊
張
感
あ
ふ
れ
る
挑
戦
と
な

り
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
２
５
２
人
の
鉄

砲
隊
が
砂
浜
に
横
一
列
に
な
ら
び
準
備

が
整
う
と
葦
北
鉄
砲
隊
の
平
江
大
八
隊

長
の
指
揮
で
１
回
目
の
挑
戦
が
行
わ
れ

ま
し
た
。「
放
て
ー
」
の
号
令
で
放
た

れ
た
最
初
の
一
斉
射
撃
は
不
発
が
散
見

さ
れ
、
公
式
認
定
員
の
マ
ク
ミ
ラ
ン
・

舞
さ
ん
か
ら
失
敗
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
あ

り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
２
回
目
の
準
備
に

入
り
、
１
回
目
同
様
に
平
江
隊
長
の
合

図
で
一
斉
射
撃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
２
５
０
ｍ
以
上
に
広
が
っ
て
い

る
両
翼
ま
で
合
図
の
声
が
う
ま
く
伝
わ

ら
ず
、
数
発
の
フ
ラ
イ
ン
グ
発
砲
が
あ

り
、
２
回
目
の
挑
戦
も
失
敗
と
な
り
ま
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全国火縄銃サミット
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９
月
27
日
の
歓
迎
式
典
で
は
、
歓
迎
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
熊
本
県
警
察
音
楽
隊
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト
と
子
ど
も
舞
踊
団
「
ザ
・

わ
ら
べ
」
に
よ
る
舞
踊
で
来
場
者
を
歓
迎

し
ま
し
た
。

　

澤
田
平
氏
に
よ
る
「
肥
後
細
川
家
と
稲

富
流
砲
術
」
と
題
し
た
講
話
で
は
、
鉄
砲

砲
術
の
稲
富
流
砲
術
の
開
祖
で
あ
る
稲
富

祐
直
（
す
け
な
お
）
が
な
ぜ
細
川
家
に
仕

え
、
そ
の
後
徳
川
家
に
仕
え
る
こ
と
に
な

っ
た
の
か
な
ど
、
火
縄
銃
や
砲
術
に
関
す

る
こ
と
か
ら
歴
史
の
分
岐
点
に
迫
る
こ
と

ま
で
、
幅
広
く
話
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
澤
田
氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
と
な
り
、
俳
優
の
藤
岡
弘
、
氏
と
芦
北

町
在
住
の
漫
画
家
村
枝
賢
一
氏
を
パ
ネ
リ

ス
ト
に
迎
え
、
そ
れ
に
葦
北
鉄
砲
隊
の
平

江
隊
長
が
加
わ
り
鉄
砲
と
武
士
道
な
ど
に

つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
約
４
０
０
人
の
観
客
の
一
人

は
「
と
て
も
興
味
深
い
話
を
聞
く
こ
と
が

で
き
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

28
日
の
演
武
大
会
に
は
、
蒲
島
郁
夫
熊

本
県
知
事
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
を
迎

え
、
盛
大
に
開
会
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
行
わ
れ
た
着
陣
報
告
の
儀
で

は
全
団
体
を
代
表
し
羽
州
庄
内
松
山
藩
荻

野
流
砲
術
隊
（
山
形
県
）
が
「
全
国
か
ら

馳
せ
参
じ
た
る
31
団
体
２
５
８
名
、
肥
後

の
国
芦
北
に
た
だ
い
ま
着
陣
し
ま
し
た
」

と
報
告
。
葦
北
鉄
砲
隊
名
誉
会
長
の
竹
﨑

町
長
は
「
お
の
お
の
が
た
遠
路
大
義
で
ご

ざ
っ
た
」
と
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

式
典
後
、
各
団
体
に
よ
る
演
武
が
と
ぎ

れ
る
こ
と
な
く
続
き
、
会
場
と
な
っ
た
御

立
岬
公
園
海
水
浴
場
に
は
大
き
な
発
砲
音

が
終
始
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の

演
武
大
会
に
は
鉄
砲
隊
以
外
に
も
英
国
の

抜
刀
隊
や
韓
国
の
伝
統
武
術
団
体
の
演
武

が
披
露
さ
れ
普
段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
演
武
を
行
っ
た
葦
北
鉄
砲
隊
は

規
律
厳
正
で
そ
ろ
っ
た
動
作
を
見
せ
、
観

客
は
も
と
よ
り
、
全
国
の
鉄
砲
隊
か
ら
も

感
嘆
の
声
が
あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。　

演
武
大
会

歓
迎
式
典

全国火縄銃サミット　

１２

３４
1熊本県警察音楽隊
の演奏2ザ・わらべ
の舞踊3講話のなか
で火縄銃について話
す澤田平氏4パネリ
ストの村枝賢一氏と
藤岡弘、氏
5全国各地から集ま
った鉄砲隊6開会式
であいさつする蒲島
知事7各隊から着陣
報告を受ける竹﨑町
長8演武する岩国藩
鉄砲隊保存会（山口
県）9演武する信州
真田鉄砲隊（長野県）
　 大砲を発砲する
葉隠砲術隊（佐賀県）
　澤田平氏が率いる
６ 団 体 で の 合 同 演
武 　 韓 国 伝 統 武 芸
二十四般武芸協会に
よる演武　各団体の
女性鉄砲隊も活躍　

英国抜刀隊 Kokoro 
Dojoによる演武

10

11

12

13

14
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新
制
度
の
利
用
に
つ
い
て

　

新
制
度
で
は
保
護
者
は
保
育
施
設
な
ど

を
利
用
す
る
と
き
、
教
育
・
保
育
を
受
け

る
資
格
の
認
定
（
１
号
・
２
号
・
３
号
認

定
）
を
市
町
村
か
ら
受
け
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
認
定
区
分
に
応
じ
て
利
用
で

き
る
施
設
な
ど
が
変
わ
り
ま
す
。

　

な
お
、
２
号
認
定
と
３
号
認
定
に
つ
い

て
は
、
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
に
応
じ

て
保
育
必
要
量
（
11
時
間
保
育
／
８
時
間

保
育
）
の
認
定
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

具
体
的
な
申
込
み
方
法
や
時
期
は
11
月

以
降
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

既
に
通
園
中
の
人
も
新
制
度
開
始
に
伴

い
、
利
用
の
た
め
の
認
定
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

新
制
度
で
保
育
料
は
ど
う
な
り
ま
す
か

　

保
育
所
の
保
育
料
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
保
護
者
の
所
得
に
応
じ
た
保
育
料
が

基
本
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
国
が
定
め
る

基
準
額
を
上
限
に
市
町
村
が
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
定
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
育
所
の
申
込
み
手
続
き
は
ど
う
変
わ

り
ま
す
か

こ
れ
ま
で
は
保
育
所
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
保
育
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
場

合
は
入
所
申
込
み
を
提
出
す
る
こ
と
で

利
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
は
保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
受

け
、
そ
の
後
保
育
所
入
所
を
申
し
込
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。

福
祉
課　

児
童
家
庭
福
祉
係　

☎
（
８
２
）
２
５
１
１

内
閣
府　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
施
行
準
備
室
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

 http://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/index.html  

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
保
護
者
の
所
得
に

よ
り
ま
す
が
、
国
の
基
準
を
上
限
に
町

が
地
域
の
実
情
や
現
行
の
負
担
水
準
を

考
慮
し
て
決
定
し
ま
す
。

内
閣
府
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

検
索

問い合わせ先

認定区分 対　象 利用先

1 号認定

２号認定

３号認定

子どもが満３歳以上で、教育を希望する場合

子どもが満３歳以上で、保育を必要とする事由
に該当し、保育所などでの保育を希望する場合

子どもが満３歳未満で、保育を必要とする事由
に該当し、保育所などでの保育を希望する場合

幼稚園
認定こども園

保育所
認定こども園

保育所
認定こども園

地域型保育

新
制
度
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ

※
通
園
中
の
人
の
手
続
き

保
育
料
に
つ
い
て

ＱＡＱＡ

　

新
制
度
で
は
、
市
町
村
が
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
を
作
成
し
、
そ

の
計
画
に
基
づ
き
、
地
域
の
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

事
業
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
芦
北
町

で
は
、子
育
て
支
援
事
業
の
利
用
に
関
す

る
意
向
を
把
握
す
る
た
め
、
就
学
前
児

童
を
持
つ
全
て
の
保
護
者
に
対
し
て
昨

年
12
月
に「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
子
ど
も
の
保
護
者
や
子
育
て

支
援
当
事
者
、
学
識
経
験
者
な
ど
で
構

成
さ
れ
る
「
芦
北
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
」
に
お
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
を
も
と
に
教
育
・
保
育
の
量
の

見
込
み
や
病
児
保
育
、
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
、
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
等

の
提
供
に
つ
い
て
、
協
議
・
検
討
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
芦
北
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」 

　

で
事
業
計
画
を
協
議
・
検
討
中

【認定区分】 【保育を必要とする事由】
次の項目などに該当することが必
要です。
①就労（月 48 時間以上）
②妊娠・出産
③保護者の疾病、障害
④介護または看護
⑤求職活動（起業準備含む）
⑥就学（職業訓練校を含む）
⑦虐待や DV のおそれがある
⑧産休・育休中の継続利用
⑨災害復旧　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　など

（※芦北幼稚園の場合は満４歳以上）

「子ども･子育て支援新制度」
平成 27 年４月からスタート

すべての子どもたちが笑顔で成長していくために。

すべての家庭が安心して子育てでき、育てる喜びを感じられるために。

国の定める新制度の概要と主な内容についてお知らせします。
※芦北町の子育て支援事業を紹介するものではありません。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
と
は

　

す
べ
て
の
子
育
て
家
族
を
支
援
す
る
制

度
で
す
。

◇
教
育
・
保
育
の
確
保
に
よ
る
待
機
児
童

　

の
解
消
に
取
り
組
み
ま
す
。

◇
地
域
の
子
育
て
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、　

　

こ
れ
に
あ
っ
た
支
援
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

幼稚園
（３〜 5 歳）

幼児期の教育を行う学校

昼過ぎまでの教育時間の
ほか、園により預かり保
育などを行います。

認定こども園
（０〜 5 歳）

教育と保育を一体的に行
う施設

幼稚園と保育所の機能をあわ
せ持ち、地域の子育て支援を
行います。

保育所
（０〜 5 歳）

就労などのため家庭で保
育のできない保護者に代
わって保育する施設

夕方までの保育のほか、施
設により延長保育を行いま
す。

地域型保育
（０〜２歳）

０〜２歳の子どもを預かる
事業
４つのタイプがあり、定員５人
以下で保護者の居宅などで保育
を行う「家庭的保育」や、定員
６〜 19人でさまざまなスペース
を活用して保育を行う「小規模
保育」などがあります。

※芦北幼稚園は 4 〜 5 歳

新設
新
制
度
に
お
け
る
教
育
・
保
育
の
場

　

新
制
度
で
は
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認

定
こ
ど
も
園
に
加
え
、
少
人
数
の
子
ど
も

を
保
育
す
る
「
地
域
型
保
育
」
が
新
た
に

加
わ
り
ま
す
。
保
育
施
設
を
新
設
す
る
場

所
の
な
い
都
市
部
に
加
え
て
、
子
ど
も
が

減
少
し
て
い
る
地
方
な
ど
、
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
状
況
に
合
わ
せ
て
保
育
の
場
を
確

保
し
ま
す
。

【新制度での教育・保育施設と地域型保育事業】

地
域
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
の

充
実地

域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

地
域
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
気
軽
に
親
子
の

交
流
や
子
育
て
に
関
す
る
相
談
な
ど
が
で

き
る
場
を
提
供
す
る
事
業
で
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

保
護
者
が
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学
生

が
、
放
課
後
に
児
童
館
な
ど
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
事
業
で
す
。
対

象
が
小
学
６
年
生
ま
で
に
拡
充
さ
れ
ま
す
。

延
長
保
育
事
業

一
時
預
か
り
事
業

　

す
べ
て
の
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
た

め
、「
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業
」
や

「
一
時
預
か
り
事
業
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
子
育
て
支
援
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。

保
育
所
な
ど
で
通
常
の
保
育
時
間（
11
時

間
）を
超
え
て
子
ど
も
を
預
か
る
事
業
で
す
。

家
庭
で
子
育
て
を
す
る
保
護
者
が
、
急
な

用
事
や
一
時
的
に
家
庭
で
の
保
育
が
で
き

な
く
な
っ
た
場
合
な
ど
に
子
ど
も
を
預
か

る
事
業
で
す
。

【
主
な
事
業
】

拡充
病
児
保
育
事
業

病
中
や
病
気
回
復
期
の
子
ど
も
を
、
家
庭

で
保
育
で
き
な
い
場
合
に
、
病
院
や
保
育

所
な
ど
に
付
設
さ
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
預
か

る
事
業
で
す
。
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▶
役
場
庁
舎
に
は
ゴ
ー
ヤ
な
ど
で
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
作
り
ま
し
た

　平成 25 年度に芦北町の町有施設などから排出された温
室効果ガスの量は、3,455t（CO2 換算）でした。25 年度は電
力供給体制が原子力発電から火力発電へと移行したため、発
電に必要な燃料などで二酸化炭素排出に直接影響を受け、基
準年である平成 24 年度の 2,940t を上回る結果となりました。
　各種燃料（ガソリンなど）使用による温室効果ガス排出量
は使用量の節減努力により、約 13％削減を達成しています。

１　電気・燃料などの使用の抑制　（節電など）
２　冷暖房の適正温度の徹底
　　（冷房 28℃、暖房 19℃）
３　庁舎などへのグリーンカーテン設置
４　ハイブリッド車の積極的な使用
５　クールビズ（衣服の軽装化）運動の推進　
　その他、「くまもとライトダウンキャンペーン
２０１３」の呼びかけや、グリーンカーテンコンテ
ストを実施するなど町全体での取り組みも合わせて
行いました。

芦北町地球温暖化対策実行計画の実績を公表します
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（基準年度）

温室効果ガス総排出量と
各種燃料温室効果ガス排出量の推移

＊問い合わせ先　
　住民生活課　環境対策係
　☎（８２）２５１１（内線１４７）

第二次計画を策定しました

　芦北町の事務事業により町有施
設などから排出された温室効果ガ
スの量（CO2 換算）を公表します。
　

第一次計画期間　基準年：平成17年度 第二次計画期
間（〜29年度）

19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度

温室効果ガス
排出量
※単位：t（トン）
　（１t=1,000kg）

基準 2,834 2,940

目標 2,693 2,851

実績 2,707 2,602 2,447 2,557 2,416 2,940 3,455

削減量（基準年との比較）t ▲ 127 ▲ 232 ▲ 387 ▲ 277 ▲ 418 106 515

削減率（基準年との比較）％ ▲ 4.5 ▲ 8.2 ▲ 13.7 ▲ 9.8 ▲ 14.8 3.7 17.5

平成 25 年度地球温暖化対策で取り組んだ活動

3,455

2,940

2,4162,5572,448
2,602

　芦北町では、平成 25 年度から 29
年度までの５年間を計画期間とした
第二次芦北町地球温暖化対策実行
計画を策定しました。
　 温 室 効 果 ガ ス に つ い て は、 平
成 24 年 度 を 基 準 年（ 基 準 排 出 量
2,940t）とし、各年３％（89t）削
減を目標（目標排出量 2,851t）に
取り組んでいます。

年
度
ご
と
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

削
減
量
と
削
減
率

839 742 803 770 822 716

（ｔ）

総排出量
各種燃料排出量

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎（
８
６
）０
２
０
０

早
寝
早
起
き  

よ
い
リ
ズ
ム
♪

　

生
後
４
か
月
く
ら
い
か
ら
夜
寝
て
い
る
と

き
に
成
長
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
４
～
６
歳
こ
ろ
か
ら
は
、
寝
付

い
て
す
ぐ
、
深
く
眠
っ
て
い
る
と
き
に
た
く

さ
ん
分
泌
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
成
長

ホ
ル
モ
ン
が
十
分
に
分
泌
さ
れ
な
い
と
、
脳

や
体
の
成
長
に
影
響
が
お
き
ま
す
。

　

体
温
は
明
け
方
に
低
く
、
起
き
る
と
上
昇

し
て
脳
や
体
を
目
覚
め
さ
せ
活
発
に
動
け
る

よ
う
な
リ
ズ
ム
を
刻
ん
で
い
ま
す
。
睡
眠
の

リ
ズ
ム
が
乱
れ
る
と
、
体
温
リ
ズ
ム
も
乱
れ

て
し
ま
い
、
午
前
中
に
ボ
ー
っ
と
し
た
り
、

疲
れ
や
す
か
っ
た
り
と
い
う
影
響
が
あ
り
ま

す
。

①
ま
ず
は
早
起
き
か
ら

　

カ
ー
テ
ン
を
開
け
、
朝
の
光
・
風
を
浴
び

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
光
が
入
り
に
く
い

部
屋
の
場
合
は
電
気
を
つ
け
た
り
、
外
に
出

る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

②
お
風
呂
を
夕
食
前
に
、夕
食
は
早
く
と
る

　

夕
方
に
体
温
が
高
く
、
だ
ん
だ
ん
下
が
る

と
眠
く
な
り
ま
す
。
夕
食
は
寝
る
２
時
間
前

ま
で
に
は
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

人
に
は
体
内
時
計
が
あ
り
25
時
間
で
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
地
球
時
間
の
24
時
間

に
合
わ
せ
る
に
は
、
脳
で
朝
の
光
を
キ
ャ
ッ

チ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
遅
く
ま
で
明

る
い
と
こ
ろ
で
起
き
て
い
た
り
、
朝
の
光
を

し
っ
か
り
キ
ャ
ッ
チ
で
き
な
い
と
体
内
時
計

が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ず
１
日
の
リ
ズ
ム
を
き
ち

ん
と
刻
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
１
日
の
リ

ズ
ム
が
整
っ
て
い
な
い
と
、
体
温
や
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
の
リ
ズ
ム

も
崩
れ
ま
す
。
ま
た
、

朝
の
光
は
、
心
を
穏

や
か
に
保
つ
働
き
を

す
る
「
セ
ロ
ト
ニ
ン
」

と
い
う
物
質
の
活
動

を
高
め
ま
す
。

　

夜
に
明
る
い
と
こ
ろ
に
い
る
こ
と
は
体
内

時
計
と
地
球
時
間
の
ず
れ
を
大
き
く
し
生
活

リ
ズ
ム
を
崩
し
ま
す
。
ま
た
、夜
の
光
は「
メ

ラ
ト
ニ
ン
」と
い
う
癌
の
発
生
を
抑
え
た
り
、

第
二
次
性
徴
が
始
ま
る
の
を
思
春
期
ま
で
抑

え
た
り
す
る
ホ
ル
モ
ン
を
出
に
く
く
し
て
し

ま
い
ま
す
。

③
寝
る
時
間
に
な
っ
た
ら
部
屋
を
暗
く
す
る

　

寝
る
30
分
～
１
時
間
前
に
は
照
明
や
テ
レ

ビ
な
ど
の
電
気
機
器
を
消
し
、
部
屋
を
暗
く

し
ま
し
ょ
う
。

④
日
中
で
き
る
だ
け
体
を
動
か
す

　

日
中
た
く
さ
ん
活
動
す
れ
ば
、
夜
よ
く
眠

れ
ま
す
。

⑤
毎
日
同
じ
サ
イ
ク
ル
で
生
活
す
る

　

夕
食
、
お
風
呂
、
寝
室
へ
の
移
動
な
ど
毎

日
同
じ
流
れ
、
同
じ
時
間
で
眠
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
毎
日
同
じ
時
間
に
同
じ
こ
と
を

繰
り
返
す
こ
と
で
脳
に
眠
く
な
る
サ
イ
ク
ル

が
で
き
て
き
ま
す
。

　

24
時
間
型
と
い
わ
れ
る
現
代
社
会
は
、
生

活
習
慣
が
乱
れ
や
す
い
環
境
に
あ
る
と
い
え

ま
す
。
大
人
が
子
ど
も
た
ち
に
規
則
正
し
い

生
活
習
慣
を
小
さ
な
頃
か
ら
身
に
付
け
さ

せ
、
日
々
実
践
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
だ
け
に
「
早
寝
、
早
起
き
」

を
さ
せ
よ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
子
ど
も
に

負
担
を
強
い
る
だ
け
で
す
。
子
ど
も
の
生
活

習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
機
会
に
、
大
人

自
身
も
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
家
族
み
ん
な

で
実
践
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

早
寝
、
早
起
き
は
一
生
の
得
！

早
寝
、
早
起
き
が
大
切
な
理
由
は
…

早
寝
、
早
起
き
の
リ
ズ
ム
を

つ
け
る
た
め
に
…

●
１
日
の
中
に
体
温
や
ホ
ル
モ
ン
の

　

分
泌
の
リ
ズ
ム
が
あ
り
ま
す

●
朝
の
光
で
体
内
時
計
を
リ
セ
ッ
ト

●
夜
に
浴
び
る
光
は
体
内
時
計
と

　

地
球
時
間
の
ず
れ
を
大
き
く
し
ま
す

●
成
長
ホ
ル
モ
ン
は
夜
寝
て
い
る
と
き
に

　

た
く
さ
ん
分
泌
さ
れ
ま
す

●
睡
眠
リ
ズ
ム
が
乱
れ
る
と
体
温
リ
ズ
ム

　

も
乱
れ
、
活
動
的
に
生
活
で
き
ま
せ
ん

　

近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣
の
乱
れ

が
学
習
意
欲
、
体
力
、
気
力
の
低
下
の
要
因

の
一
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
に
は
早
寝
、
早
起

き
を
は
じ
め
と
し
た
規
則
正
し
い
生
活
習
慣

が
大
切
で
す
。
今
回
は
早
寝
、
早
起
き
に
つ

い
て
お
話
し
ま
す
。

　

人
に
は
昼
に
動
く
体
の
仕
組
み
、
夜
に
動

く
体
の
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。
体
温
の
リ
ズ

ム
、
ホ
ル
モ
ン
の
リ
ズ
ム
な
ど
体
の
す
べ
て

の
リ
ズ
ム
が
そ
れ
に
基
づ
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

さ
れ
て
い
る
の
で
、そ
の
仕
組
み
に
合
っ
た
生

活
を
し
な
い
と
体
や
心
を
よ
り
よ
く
発
達
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
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芦
北
に
残
る
文
化
遺
産

芦
北
町
指
定
有
形
文
化
財

昭
和
55
年
７
月
１
日
指
定

41  
　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
湯
浦
の
豊
岡
地
区

（
岡
）
に
あ
る
音
羽
塚
五
輪
塔
群
で
す
。
五

輪
塔
は
平
安
時
代
末
期
か
ら
に
全
国
的
に
流

行
し
た
供
養
塔
で
す
。
同
時
期
に
仏
教
で
主

流
と
な
っ
て
く
る
密
教
の
世
界
観
が
大
き
く

影
響
し
て
お
り
、
五
輪
塔
は
宇
宙
の
構
成
要

素
で
あ
る
空
・
風
・
火
・
水
・
地
を
表
現
し

た
も
の
と
さ
れ
ま
す
。
イ
ン
ド
や
中
国
、
朝

鮮
半
島
で
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
日
本

独
自
の
発
展
を
遂
げ
た
石
塔
と
の
説
が
有
力

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

音
羽
塚
の
あ
る
現
地
に
は
、
高
さ
50
㎝
～

1
ｍ
ほ
ど
の
五
輪
塔
が
９
基
整
然
と
並
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
「
音お

と

音お

と

わ

つ

か

羽
塚
五

ご

り

ん

の

と

う

ぐ

ん

輪
塔
群

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

景け
い

さ
ん
の

芦
北
チ
ョ
ア
チ
ョ
ア
記

し
た
。

　

そ
う
い
う
思
い
の
中
、
今
回
、
部
活
ら

し
き
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
！
今
年
の
県
民
体
育
祭
山
鹿
大
会
に
女

子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
選
手
と
し
て
出
場
す

る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

私
を
含
め
、
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
の
ほ

と
ん
ど
が
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
経
験
が
な
い

初
心
者
で
、
基
本
ル
ー
ル
を
覚
え
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
の

都
合
で
な
か
な
か
全
員
集
ま
る
こ
と
は
で

き
ず
、
先
月
20
日
の
試
合
で
は
、
案
の
定
、

大
差
で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
メ
ン

バ
ー
た
ち
と
一
緒
に
話
し
合
い
な
が
ら
練

習
し
て
い
た
時
間
は
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
仕
事
以
外
の
こ
と
に
皆
で
真
剣
に

向
き
合
い
、
頑
張
る
と
い
う
の
が
、
す
ご

く
楽
し
い
こ
と
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。
こ

れ
も
ま
た
芦
北
に
い
た
か
ら
こ
そ
で
き
た

貴
重
な
経
験
だ
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
や

応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

（
第
29
回
）

芦
北
町
国
際
交
流
員

李
允
景
（
イ
・
ユ
ン
ギ
ョ
ン
）

羽わ

」
と
は
、
戦
国
時
代
に
芦
北
を
支
配
し
た

相
良
氏
の
娘
の
名
前
で
、
病
を
患
い
医
師
の

東
氏
の
も
と
で
療
養
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
不

治
の
病
と
知
っ
て
自
殺
し
た
た
め
、
そ
の
供

養
塔
と
し
て
建
立
さ
れ
た
と
い
う
伝
説
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
五
輪
塔
の
地
輪
に
刻
ま
れ
た
年
号

が
、
文
亀
元
年
（
１
５
０
１
）・
天
文
18
年

（
１
５
４
９
）・
永
禄
4
年
（
１
５
６
１
）
と

確
認
で
き
て
お
り
、
相
良
氏
が
芦
北
を
支
配

し
て
い
た
時
代
と
ほ
ぼ
合
致
す
る
の
は
、
こ

の
伝
説
の
真
実
性
を
暗
示
す
る
よ
う
で
す
。

『
肥
後
国
誌
』
に
は
、
五
輪
塔
の
周
り
に
常

に
５
尺
（
約
１
６
５
㎝
）
ほ
ど
の
蛇
が
と
ぐ

ろ
を
巻
い
て
い
た
と
い
う
妖
気
漂
う
不
気
味

な
話
が
載
っ
て
い
ま
す
。

　

音
羽
塚
で
は
、
11
月
初
旬
に
は
神
主
を
呼

ん
で
供
養
の
お
祭
り
も
行
わ
れ
ま
す
。
近

く
に
は
寛
政
5
年
（
１
７
９
３
）
に
医
師

東ひ
が
し
ど
う
あ
ん

洞
庵
が
伊
勢
神
宮
か
ら
祭
神
を
分
け
て

も
ら
い
祭
っ
た
岡
井
大
神
宮
や
文
化
10
年

（
１
８
１
３
）
に
庄
屋
松
崎
仁
助
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
お
不
動
さ
ん
が
あ
り
、
こ
の
地

区
の
宗
教
的
聖
地
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
〝
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
〟
と
い
わ
れ
る
快

適
な
季
節
に
、
文
化
財
巡
り
を
皆
さ
ん
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
加
え
て
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

　

ア
ン
ニ
ョ
ン
ハ
セ
ヨ
！

　

日
本
に
い
る
と
、
よ
く
「
景
ち
ゃ
ん
、

部
活
は
何
し
て
た
の
？
」と
聞
か
れ
ま
す
。

そ
の
と
き
、
私
は
「
帰
宅
部
で
し
た
」
と

答
え
ま
す
。
日
本
の
部
活
の
よ
う
な
も
の

を
経
験
し
た
こ
と
が
無
い
か
ら
で
す
。

　

日
本
の
部
活
と
似
て
い
る
韓
国
の
も
の

を
紹
介
す
る
と
、
小
中
学
校
で
は
、
趣
味

や
特
技
が
見
つ
か
る
よ
う
に
安
い
金
額
で

活
動
が
で
き
る
「
放
課
後
学
校
」
が
あ
り

ま
す
が
、
塾
の
一
環
と
思
わ
れ
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
高
校
で
は
、「
ト
ン
ア
リ
」

と
い
う
サ
ー
ク
ル
活
動
、
ま
た
は
１
カ
月

２
回
程
度
の
ク
ラ
ブ
活
動
の
授
業
が
あ
り

ま
す
が
、
受
験
の
た
め
と
い
う
理
由
な
ど

で
活
動
す
る
生
徒
た
ち
の
数
は
少
な
い
の

が
現
実
で
す
。

　

だ
か
ら
、
部
活
の
思
い
出
を
語
る
皆
さ

ん
を
見
る
と
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。
も
ち

ろ
ん
学
生
時
代
は
楽
し
い
思
い
出
ば
か
り

で
す
が
、
何
か
の
目
標
に
向
け
て
み
ん
な

で
頑
張
っ
た
と
い
う
経
験
が
自
分
に
は
無

い
の
が
少
し
寂
し
い
で
す
。
も
っ
と
韓
国

の
生
徒
た
ち
も
、
勉
強
だ
け
じ
ゃ
な
く
て

部
活
を
楽
し
め
れ
ば
い
い
の
に
と
思
い
ま
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芦 北 町 文 化 祭

◆郷土芸能発表会◆オープニングセレモニー

◆文化協会発表会

・田浦古代俵踊り
・花岡東獅子舞
・伏木氏棒踊り

・田浦祝い唄保存会「祝いめでた」
・芦北町吹奏楽団

・葦北ひょっとこ笑福会
・子ども英会話教室発表
・子ども舞踊発表

※書道、写真、絵画、
短歌などの作品は終日
展示されています。

【ゲスト】嬉野市の文化団体
オカリナ演奏、女面浮立（おんなめんぶりゅう）

◆日時　11月１日土、２日日
　　　　午前９時〜午後７時（２日は午後３時まで）

◆場所　しろやまスカイドーム

11 日 2 日（日）

＊問い合わせ先
　芦北町社会教育センター　☎（８２）２２１３

11 月１日（土）　

文 化 講 演 会 ▼
期
日　

11
月
３
日
（
月
）
文
化
の
日

▼
時
間　

午
後
１
時
30
分
開
演

　
　
　
　
（
開
場 

午
後
１
時
）

▼
場
所　

し
ろ
や
ま
ス
カ
イ
ド
ー
ム

《プロフィール》
1945 年、神奈川県出身。
68 年一橋大学経済学部卒、外務省入省。91 年退官。
同年、岡本アソシエイツ設立、代表取締役就任現在に至る。
橋本内閣で 96 年―98 年総理大臣補佐官（沖縄担当）。小泉内閣で 01 年 9 月より内閣官房参与、
03 年 4 月より 04 年 3 月まで総理大臣補佐官 ( イラク問題担当 )。立命館大学客員教授、東北漁業
再開支援基金・希望の烽火代表理事。国際問題の専門家として、政府関係機関や企業への助言活動
の傍ら、講演や新聞、雑誌への執筆など幅広く活動。
著書に、「さらば漂流日本」（東洋経済新報社）、「砂漠の戦争〜イラクを駆け抜けた友奥克彦へ」( 文
藝春秋社 )、「知の超人」（産経新聞出版）、「日米同盟の危機 ‐ 日本は孤立を回避できるか」（ビジ
ネス社 )、「生きのびよ！日本」（朝日新聞社）、「ニッポン再生最前線」( 都市出版 )、など。

（その他に朝日新聞社より「岡本行夫−現場主義を貫いた外交官 90 年代の証言」が出版されている）

外
交
評
論
家
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
工
科
大
学
シ
ニ
ア
フ
ェ
ロ
ー

岡お

か

も

と本 

行ゆ

き

お夫 

氏

＊問い合わせ先
　芦北町社会教育センター　☎（８２）２２１３

日
本
を
取
り
ま
く
情
勢
が
激
動
し
て
い
る

9:00 〜

10:00 〜

演題

10:00 〜
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芦
北
消
防
署

芦
北
警
察
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

防
災
消
防
ヘ
リ
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を
紹
介
し
ま
す

運
航
開
始
：
平
成
24
年
１
月

基　
　

地
：
熊
本
赤
十
字
病
院

最
高
速
度
：
２
６
８
km
／
ｈ
（
熊
本

赤
十
字
病
院
か
ら
芦
北
町
ま
で
約
15

分
）

ス
タ
ッ
フ
：
フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ
ー
、

フ
ラ
イ
ト
ナ
ー
ス
（
共

に
熊
本
赤
十
字
病
院
の

職
員
。
操
縦
士
、
整
備

士
は
西
日
本
空
輸
）

活
動
内
容
：
救
急
（
主

に
交
通
事
故
な
ど
の
現

場
救
急
）

　

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
周
囲
は
大
変
危

険
で
す
。
特
に
離
着
陸
時
に
は
、「
ダ

ウ
ン
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
」
と
呼
ば
れ
る
非

常
に
強
い
風
が
発
生
し
、
砂
ぼ
こ
り

が
舞
い
、
小
石
な
ど
が
飛
ん
で
く
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
見
学
す
る
と
き
は
、

十
分
に
離
れ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

近
く
で
見
学
す
る
場
合
は
必
ず
係
員

の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

熊
本
県
で
は
、防
災
消
防
ヘ
リ「
ひ

ば
り
」
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
２
機
体

制
と
な
っ
て
お
り
、
消
防
本
部
か
ら

の
要
請
に
よ
り
出
動
し
て
い
ま
す
。

防
災
消
防
ヘ
リ
と
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の

説
明
と
注
意
点
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。

 

運
航
開
始
：
平
成
13
年
７
月

愛　
　

称
：
ひ
ば
り

基　
　

地
：
熊
本
空
港

最
高
速
度
：
２
８
１
km
／
ｈ
（
熊
本

空
港
か
ら
芦
北
町
ま
で
約
20
分
）

構
成
隊
員
：
熊
本
県
内
の
消
防
本
部

か
ら
派
遣
さ
れ
た
隊
員
（
操
縦
士
、

整
備
士
は
天
草
エ
ア
ラ
イ
ン
）

 

活
動
内
容
：
救
急
（
主
に
病
院
間

搬
送
）・
救
助
・
捜
索
・
山
林
火
災

な
ど

全
国
地
域
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
！

　

全
国
地
域
安
全
運
動
と
は
、
地
区

防
犯
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
民
間
協

力
組
織
・
団
体
な
ど
と
警
察
が
連
携

し
、
犯
罪
や
事
故
な
ど
の
な
い
安
全

で
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
社
会
の
実

現
を
推
進
す
る
運
動
で
す
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街

・
侵
入
盗
お
よ
び
乗
り
物
盗
の
防
止

・
ひ
っ
た
く
り
の
防
止

・
万
引
き
の
防
止

　

警
察
で
は
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
の
皆
さ
ん
と
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を

実
施
し
ま
す
。

　

芦
北
町
で
は
、
無
施
錠
の
車
を

狙
っ
た
「
車
上
狙
い
」
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
盗
難
被
害
防
止
の
た
め
、

車
の
「
鍵
掛
け
」
と
自
転
車
の
「
二

重
ロ
ッ
ク
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
貴
重
品
は
見
つ
け
や
す
い

場
所
に
置
か
ず
、
車
内
に
置
い
た
ま

ま
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
防
災
消
防
ヘ
リ

●
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

●
ス
ロ
ー
ガ
ン

●
熊
本
県
の
重
点
目
標

●
お
願
い

●
注
意
点

実
施
期
間　

10
月
11
日
㈯
〜
20
日
㈪

●
期
間
中
の
活
動

町
民
体
育
祭
結
果

【
ゴ
ル
フ
大
会
】

順位 地域体協 総合得点

１位 佐敷西 76

２位 大東 71

３位 佐敷東 68

４位 泉南 60

５位 田浦北部 50

６位 湯島 44

７位 田浦南部 38

　総合順位（10 月１日現在） ● 

開
催
日　

９
月
７
日
㈰

◆
優
勝　

佐
敷
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大
東　
　
　

⑥　
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⑤　
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④　
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浦
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③

　

６
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湯
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②

　

７
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①
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会
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が
優
勝
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の
行
方
は
い
か
に

　

ゴ
ル
フ
大
会
で
佐
敷
東
が
優

勝
、
大
東
が
２
位
に
つ
け
ま
し

た
。
10
月
号
発
行
時
点
で
勝
負
は

決
し
て
い
ま
す
が
、
勝
負
の
行
方

は
い
か
に
。

※○内の数字は獲得総合得点

日 月 火 水 木 金 土

16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31 1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

　
田浦子育て支援センター  行事予定（10/16 〜 11/22）

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
一時保育も行っています。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

10月20日（月）〜31日（金）リサイクルバザーの準備
　　29日（水）ミニ運動会
11月7日（金）秋の遠足（エコパーク）　11日（火）絵本の読み聞かせ
　　17日（月）〜28日（金）お楽しみ会の練習をしよう
　　21日（金）リサイクルバザーの日　 ＊イベントについての問い合わせ先

　芦北町役場　　　　☎（８２）２５１１
　教育委員会　　　　☎（８７）１１７１
　保健センター　　　☎（８６）０２００
　社会教育センター　☎（８２）２２１３

10 月
芦北町イベントカレンダー

10 月 16 日〜 11 月 22 日

図書館休館日
社教センター：11月2日（日）、３日（月・祝）
田浦図書室：10月27日（月）、11月10日（月）

文化の日

芦北町文化祭

（しろやまスカイドーム）

11 月

芦北町文化祭

（しろやまスカイドーム）
文化講演会

（しろやまスカイドーム）

でこぽんキッズ

（保健センター）

福祉スポーツ大会

（しろやまスカイドーム）

行政相談

（芦北町役場）

３〜４カ月児健診

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

３歳児健診

（保健センター）

行政相談

（地域活性化センター）

秀岳館チャリティーコンサート

（しろやまスカイドーム）

あしきた障がい福祉

フォーラム

（あしきた青少年の家）

新米パパママ教室

（保健センター）

新米パパママ教室

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

あしきた写真フェスタ

（女島活力推進センター）

〜 23 日

介護予防サポーター

養成講座（大野出張

所、東部保健センター

年金出張相談

（役場３階会議室）

就学時健康診断

（しろやまスカイドーム）

町国際交流まつり

（でこぽん駐車場）

男女交流イベント

（御立岬公園）

全国消防操法大会

（東京都）

芦北うたせ感謝祭

（芦北町漁協前）

魚の朝市 21 周年
（芦北町漁協）

町健康フェア
（社教センター）

まちあかりアート展

（佐敷宿交流館桝屋）

17:00 〜

あしきた DE マルシェ

（女島活力推進センター）

10:00 〜 16:00 

※フリーマーケット、

　雑貨販売など

芦北ローラーリュー

ジュ大会

（芦北海浜総合公園）

星野富弘美術館

「未来を生きる君た

ちへ展」　〜２月８日

災害ボランティア講座

（10:00 きずなの里）

もやいまつり

（9:30 きずなの里）

献血（芦北地域振興

局、でこぽん）

献血

（芦北町役場）
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　年末資金の準備はお済みですか

　芦北町商工会では、（株）日本政策金融公庫八
代支店の協力のもと、「一日金融公庫」および

「創業相談会」を開催します。
　例年、これからの時期は年末資金などの相談が
集中しますので、早めの準備が必要です。運転資
金または設備資金が必要な人はぜひこの機会を利
用ください。また、本町で創業を考えている人の
個別相談会も併せて利用ください。
■日時　11 月 20 日（木）午前 10 時〜
■場所　芦北町商工会（本所、田浦支所）
■融資条件　限度額 4,800 万円以内
　　　　　　利率　年 1.4 〜 2.8％
　※利率や返済期間は各種条件によって違います。
■申込期限　11 月 13 日（木）
＊申込・問い合わせ先　
　芦北町商工会　本所　☎（８２）２５４８　
　　　　　　田浦支所　☎（８７）０１５７

　Ｓマークは、  理容店、美容店、
クリーニング店、めん類飲食店、
一般飲食店の「安全・安心・清潔」
の目印です。

＊問い合わせ先
　（公財）熊本県生活衛生営業指導センター
　☎０９６（３６２）３０６１

 このマークをご存じですか

【エコライフ体験教室】　
　エコクッキング教室や日常生活でのエコにつ
いて学ぶ学習会を通して、環境への負荷を少な
くするライフスタイルを学び、日常での実践に
つなげます。
▶日時　11 月９日（日）　午前10時〜午後３時
▶場所　天草市本渡地区公民館▶定員　25 人
▶費用　無料　▶申込期限　10月30日（木）まで

【サラダたまねぎ植え付け体験】　
無農薬での植え付けから収穫までを体験します。
▶日時　11月22日（土）午前10時〜正午
▶場所　熊本県環境センター
▶定員　20組（応募多数の場合抽選）
▶費用　１家族（グループ）2,000円
▶申込期限　11月11日（火）

熊本県環境センターからのお知らせ　　　11 月のイベント
【自然散策と創作アート】　

　芦北海岸特有の樹木や草花の観察と押し花し
おりづくりを行います。
▶日時　11 月 15 日（土）午前９時30分〜
▶場所　あしきた青少年の家
▶定員　30 人（先着）▶申込期限 11 月 1 日（土）
▶費用　１人 550 円　※幼児 450 円（昼食代）
＊申込・問い合わせ先
　熊本県環境センター　
　☎（６２）２０００　　
　ＦＡＸ（６２）１２１２
　Ｅメール：center@kumamoto- eco.jp
◎申し込み方法　
　住所、氏名、年齢、電話番号を明記してハガキ、
　ＦＡＸ、Ｅメールで申し込んでください。

  発達障がいについての講演会

　H25 年 10 月に開所した、熊本県南部発達障が
い者支援センター「わるつ」では、発達障がいに
関する講演会を開催します。どなたでも聴いてい
ただけるわかりやすい内容です。
■演題「発達障がいって何だろう？　〜発達障が
　　　　いのある方の理解と支援に向けて〜」
■講師　重松孝治氏（川崎医療短期大学医療保育
　　　　学科専任講師・わるつ非常勤職員）
■日時　11 月８日（土）午後 1 時〜 3 時 30 分
　　　　　　　（午後０時半から受付開始）
■場所　水俣市公民館本館　■参加費　無料
■対象　どなたでも　■定員　200 名
■駐車場　駐車場が狭いので出来るだけ公共交通
　　　　　機関をご利用ください。
■申し込み方法　事前申し込みが必要。「わるつ」
　にお電話か FAX で■申込期限 10 月 31 日（金）
＊申込・問い合わせ先
　熊本県南部発達障がい者支援センター「わるつ」
　☎０９６５（６２）８８３９

　発見！広がる未来（第74回科学展）

　「なぜ？」「どうして？」自然のなぞ解きにせま
る子どもたち。県内の児童生徒および教職員によ
る科学研究物などの優秀作品を展示公開します。
■期日　11 月 14 日（金）〜 19 日（水）
　　　　午前 10 時 30 分〜午後７時　（月曜休館）
■場所　崇城大学ギャラリー（熊本市中央区花畑町）
＊問い合わせ先
　熊本県立教育センター
　☎０９６８（４４）６６１３

お 知 ら せ

　町では、日常生活における体や心の機能の低下
を発見し、早めに介護予防に取り組んでもらうた
め「基本チェックリスト」による調査を実施しま
す。チェックリストの質問に回答することで心身
の状態を確認し、介護予防教室の紹介や相談窓口
の案内を行います。
　対象者（65 歳、70 歳、75 歳になる人で 10 月
２日〜４月 1 日生まれの人）には 10 月中に案内
を送付します。
＊問い合わせ先
　住民生活課　介護保険係
　☎（８２）２５１１（内線１４６）
　地域包括支援センター
　☎（８６）２２７０

介護予防のための「基本チェックリスト」

熊本矯正展のお知らせ（入場無料）

■日時　11 月 15 日（土）　午前９時〜午後４時
　　　　　　  16 日（日）　午前９時〜午後３時
■場所　熊本刑務所構内（熊本市中央区渡鹿）
■内容　刑務所内見学、矯正広報パネル展示
　　　　受刑者の衣類、日用品の展示
　　　　性格検査、全国の刑務所作業製品販売
　　　　バザー、アトラクションなど
＊問い合わせ先
　熊本刑務所　処遇部企画部門
　☎０９６（３６２）３５１３

■地域振興事業
　地域の特産品を活用した新製品の開発や町を元
気にするイベントなどに助成が受けられます。

■環境技術研究開発事業
　環境配慮型の先端技術研究開発に関する事業な
どに助成が受けられます。

　環境技術研究開発事業についての説明会を 10 月 29 日

（水）午後２時から芦北地域振興局で行います。参加を

希望する場合は 10 月 20 日（月）までに財団事務局まで

申込みください。

【水俣芦北地域振興財団事務局☎０９６（２８３）８８８１】

＊申請・問い合わせ先
　企画財政課　まちづくり推進係
　☎（８２）２５１１　（内線２５２）

くまもと歴町50選フォトコンテスト
　県では県内各地の歴史的・文化的町並みとして
選定した「歴町 50 選」選定地区の魅力を切り取
った写真作品を募集中です。
■応募点数　1 地区 1 枚まで（１人５地区まで）
■応募規格　データ（JPEG 形式）のみ
　　　　　　組み写真や合成写真は不可
■応募期限　11 月 30 日（日）
　※ CD など郵送の場合は 11 月 28 日（金）必着
■応募方法　作品名、撮影場所、氏名、連絡先を
　明記して E メールまたは郵送で提出
　E メール　rekimachi@pref.kumamoto.lg.jp
　郵送（CD など）　〒 862 − 8570（住所不要）
　熊本県文化企画課「くまもと歴町 50 選フォト
　コンテスト事務局」宛
■各賞　最優秀賞５万円　優秀賞３万円ほか
　　　　参加者全員に参加賞
※芦北町では、佐敷の旧宿場町地区、湯浦の旧薩
摩街道沿い地区、田浦の赤松館周辺地区が対象。
＊問い合わせ先
　熊本県文化企画課　文化・世界遺産推進室
　☎０９６（３３３）２１５３

 地域づくり活動などを応援します
 水俣・芦北地域振興財団助成事業

対象者 町内で活動する団体

対象と
なる事業

・地域産業の振興を図る事業
・自主的な地域づくり活動を支援する事業
（物産・観光フェア、人材育成、地域間交流など）

申込期限 12 月 12 日（金）

対象者
水俣市・葦北郡に事業所のある法人

水俣・芦北地域との連携が可能な大学など

対象と
なる事業

・省エネ、低公害性、廃棄物のリサイクルな
どに関する研究および開発

・エコフェア、環境シンポジウムの開催など

申込期限 12 月 19 日（金）

専門士業による無料合同相談会

　専門士業が合同で面談、電話にて相談を受け付
けます。（無料・予約不要）
■日時　11 月 24 日（月）　振り替え休日
　　　　午前 10 時〜午後４時
■場所　くまもと県民交流館パレア 9 階会議室
■内容　お仕事や日常生活でのあらゆる問題や不
　　　　安に対応します。
＊電話相談受付（当日のみ）・問い合わせ先
　熊本県土地家屋調査士会事務局
　☎０９６（３７２）５０３１

お 知 ら せ
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芦北町スポーツ推進委員協議会だより

スポーツフェスタ（新体力テスト）
を実施しました
　７月 28 日にしろやまスカイドームでスポーツ
フェスタを行いました。スポーツフェスタとは、
握力・上体起こし・長座体前屈・反復横跳び・
20m シャトルラン・立ち幅跳びの６種目で行わ
れ、自身の体力年齢を測定し、今後の健康維持や
体力作りに生かしてもらう体力テストです。今回
は 40 〜 64 歳を対象に実施し、59 人が参加しま
した。

『ヘルスバレー』をご存知ですか？
　ヘルスバレーとは、千葉県流山市発祥のスポー
ツで、ヘルスボールと呼ばれる布で覆われたビ
ニールボールを使って行われるバレーボールで
す。ヘルスボールの形状は楕円形で、不規則な動
きをするため本来のバレーボールとは一味違った
面白さを体験できます。
　スポーツ推進委員では、１月ごろに体験会を計
画しています。ぜひご参加ください。
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◎初めて体験しまし
た が、 と て も 楽 し
かったです。

◎慣れてくるとルー
ルもわかり楽しめま
した。

参加者の声

◎これから少し歩こうと決めました。
◎みんな努力されているなと感心しました。

参加者の声

◀ヘルスボー
ルはママさん
バレーのボー
ルより大きく、
楕円形です

▶ 15 点 先 取
で、４人から
６人のチーム
で戦います

『
ペ
タ
ン
ク
』
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

▲スポーツ推進委員がペタンクのルー
　ルをわかりやすく説明します
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が
３
位
に
入
賞
す
る
な
ど
、
各

◆
上
位
入
賞

▼
団
体
（
６
位
ま
で
掲
載
）

　
　

空
手
道　
　
　
　
　
　
　
　

優
勝

　
　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
男
子　
　
　

３
位

　
　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子　
　
　

５
位

　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子　
　
　

５
位

　
　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子　
　
　

５
位

　
　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
女
子　
　
　

５
位

　
　

銃
剣
道　
　
　
　
　
　
　
　

５
位

　
　

水
泳　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
位

（敬称略）
監督：釜 辰信　
選手：林田勇、坂田宏樹、綱田裕佑、竹林公也、
　　    桑本裕一郎、西山貴明、堀田瑞樹

▲空手道葦北郡選手団　連覇のＶサイン

▲上段蹴りを防ぐ西山選手　（２回戦：対人吉市）

▼
個
人
（
３
位
ま
で
掲
載
・

　
　
　
　
　

町
内
関
係
者
の
み
・
敬
称
略
）

　

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
女
子
個
人
戦

　
　
　

２
位　

本
山
洋
子

　

○
水
泳

　
　

女
子
25
歳
以
上
50
ｍ
平
泳
ぎ　
　
　

　
　
　

２
位　

岡
本
祐
香
里

　
　

男
子
65
歳
以
上
50
ｍ
平
泳
ぎ

　
　
　

３
位　

宮
本 

英

　
　

男
子
25
歳
未
満
50
ｍ
自
由
形　
　
　

　
　
　

３
位　

菊
川
浩
平

　
　

女
子
35
歳
以
上
50
ｍ
自
由
形　
　
　

　
　
　

３
位　

栁
瀬
友
紀

　

競
技
で
健
闘
し
ま
し
た
。　

　

総
合
で
は
、県
下
20
郡
市
中
、13
位
（
前

回
大
会
12
位
）
の
成
績
で
し
た
。

第
45
回

ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

陸
上
競
技
大
会

【
期
日
】
10
月
31
日
～
11
月
２
日

【
会
場
】
日
産
ス
タ
ジ
ア
ム
（
神
奈
川
県
）

佐
敷
中
２
年

　

井
川
龍
人 

く
ん
（
花
岡
西
）

種
目
：
中
学
２
年　

１
５
０
０
ｍ

祝 

全
国
大
会
出
場

井
川
龍
人
く
ん
は
水
俣
市
葦
北
郡
中
体
連

陸
上
大
会
で
４
分
24
秒
の
大
会
新
記
録
で

優
勝
し
、
県
中
体
連
で
も
４
分
17
秒
の
好

タ
イ
ム
で
優
勝
し
て
い
ま
す
。

空手道競技

第 69 回 国民体育大会
　　　長崎国体出場選手

少年男子　田村　嵐さん（花岡西）
少年女子　釡みなみさん（花岡西）
成年男子　西山貴明さん（花岡東）

ゴルフ競技
少年男子　間柄両真くん（湯浦南）

カヌー競技
　　　　　竹下夢乃さん（計石東）
　　　　　谷口美貴さん（湯浦北）

少年女子カヤックフォア

ボート競技　舵手つきクォドプル

　　　　　 塩田義峰さん（新町）
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▶
田
浦
地
区
の
金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん

▶
佐
敷
地
区
の
金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん

◆昭和 38 年　
　国道３号　海浦トンネル開通
　旧田浦町に甘夏音頭生まれる
　佐敷中学校体育館落成
　大野中学校校舎落成
◆昭和 39 年
　田浦駅前に甘夏みかん選果場落成
　東京オリンピック聖火リレーが町内通過
　吉尾小学校校舎落成　
　国道３号　佐敷トンネル開通　
◆昭和 40 年
　国道３号　赤松トンネル開通
　国道３号の三太郎全線が完成
　小田浦保育所開所
　集中豪雨、台風により災害救助法適用　
　

◆昭和 38 年　
　大相撲の大鵬が６場所連続優勝
　千円札の肖像が聖徳太子から伊藤博文に
　ケネディ米国大統領暗殺事件
◆昭和 39 年
　日本人の海外渡航が自由になる
　東海道新幹線開通
　東京オリンピック開催
◆昭和 40 年
　いざなぎ景気
　日韓基本条約成立　
◆流行歌
　明日があるさ
　君だけを
　幸せなら手をたたこう

◆ヒット商品
　かっぱえびせん
　ネクター
　電子式卓上計算機

◇当時の出来事◇
■芦北町 ■国内・海外

支
え
合
い
、
と
も
に
歩
ん
だ
50
年

第
56
回
熊
日
金
婚
夫
婦
表
彰
式

▶
湯
浦
地
区
の
金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん

▶
吉
尾
・
大
野
地
区
の
金
婚
夫
婦
の
皆
さ
ん

▶
謝
辞
を
述
べ
る
西
夫
妻

▲表彰状を受け取る高橋夫妻▲「祝いめでた」を唄う祝い唄保存会
　

昭
和
39
年
に
結
婚
さ
れ
、
今
年
結
婚
50

周
年
を
迎
え
た
町
内
84
組
の
夫
婦
が
出
席

し
、
９
月
10
日
、
第
56
回
熊
本
日
日
新
聞

社
金
婚
夫
婦
表
彰
式
が
町
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
者
の
熊
本
日
日
新
聞
社
の
秋
元
俊

郎
事
業
局
長
が
金
婚
夫
婦
を
代
表
し
て
高

橋
正
順
・
ユ
キ
子
夫
妻
（
道
川
内
西
）
に

表
彰
状
を
手
渡
し
、
半
世
紀
の
結
婚
生
活

へ
の
ね
ぎ
ら
い
と
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ

ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
竹
﨑
町
長
は
、

50
年
前
の
ヒ
ッ
ト
曲
な
ど
を
紹
介
し
な
が

ら
「
健
康
に
留
意
さ
れ
て
10
年
後
の
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
を
目
指
し
て
仲
良
く
過
ご
し

て
く
だ
さ
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
金
婚
夫
婦
を
代
表
し
、
西
忠

溫
・
宏
子
夫
妻
（
湯
浦
南
）
が
、
子
ど
も

の
こ
ろ
に
朝
鮮
半
島
で
終
戦
を
迎
え
、
当

時
の
苦
労
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
今
日

私
が
あ
る
の
も
妻
の
お
か
げ
で
す
。
老
齢

な
が
ら
地
域
奉
仕

に
務
め
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
長

寿
を
全
う
し
た
い

も
の
で
す
」
と
謝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。
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ま ち の わ だ い

　スウェーデンからの研修生アクセル・リンデさん（18
歳）が９月 23 日から 10 月１日まで芦北町に滞在し、
うたせ船への乗船や火縄銃サミットの見学のほか、学校
での交流などを行いました。
　アクセルさんは、高校の選択制カリキュラムの一貫で
日本での研修を選び、町内でホームステイをしながら町
国際交流協会のアテンドで９日間の日程を過ごしまし
た。研修先の一つ田浦中学校では、１年生と一緒に書写
の授業を受け、漢字を見よう見まねで書いていました。 習字に挑戦するアクセルさん

マラウイの研修員地域保健を学ぶ

離乳食作りを体験する研修員

　アフリカ南東部に位置するマラウイから地域保健を学
ぶため９月 22日、マラウイ国保健省から２人の研修員
が保健センターを訪れ、母子保健業務の研修を受けまし
た。２人は保健センターで行っている乳幼児健診のこと
や予防接種などについて質問を交えながら学んでいまし
た。その後、湯浦保育所に移動し、園児たちと給食を一
緒に食べ、交流しました。２人は無邪気な園児たちとの
触れ合いにニコニコしながら応じていました。
　マラウイでは幼児期の栄養不足が問題になっていて、
今後母親たちの教育に力をいれたいと話していました。

スウェーデンの研修生来町

　書道団体の広深書道会（熊本市）が毎月発行する会員
誌「書範」８月号で、うたせ船に乗船した様子が競書の
手紙文課題作品として掲載されました。
　作品には「夏休みに帰って来た子どもや孫達とうたせ
船に乗ってきました。船上で釣った魚をすぐに料理して
くれみんな大満足で楽しい一日をすごしました」と、う
たせ船での思い出をしたためてあります。
　このお手本を書かれたのは同書道会の代表を務める江
上蒼龍氏で、実際に家族で芦北町を訪れ、観光うたせ船
に乗船されたそうです。

書道課題作品題材に「うたせ船」

会員誌「書範」に掲載された作品とうたせ船
（※うたせ船の写真はイメージです）

御立岬にキャンピングカー集結

御立岬公園キャンプ場に集まったキャンピングカー

　日本 RV 協会と芦北町商工会が９月 27 日、御立岬公
園キャンプ場でキャンピングカーオーナーが集うキャン
プラリーを開き、キャンピングカー約 110 台が集結し
ました。会場にはさまざまなキャンピングカーが集まり、
オーナーらがイベントを楽しんでいました。
　御立岬公園では日本 RV 協会が認定するキャンピング
カー専用の宿泊スペース「RV パーク」が開設され、９
月 26 日にオープンしています。この RV パークは３台
分の駐車スペースと 100V 電源などを備えており、１泊
2,000 円で利用できます。

　

芦
北
町
建
設
業
組
合
の
荒
木
肇
組
合
長

と
理
事
４
人
が
、
９
月
30
日
、
芦
北
町
役

場
を
訪
れ
、
町
に
55
万
円
を
寄
附
し
ま
し

た
。
来
年
１
月
１
日
に
芦
北
町
が
合
併
10

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
合
併
10
周

年
に
係
る
記
念
事
業
に
活
用
し
て
く
だ
さ

い
」
と
竹
﨑
町
長
に
寄
附
金
を
渡
し
ま
し

た
。
竹
﨑
町
長
は
「
今
後
、
合
併
10
周
年

を
記
念
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
実

施
さ
れ
る
。
頂
い
た
寄
附
金
を
有
効
に
活

用
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

芦
北
町
建
設
業
組
合

合
併
10
周
年
事
業
に
寄
附

新庁舎が完成
水俣芦北広域行政事務組合消防本部

　

水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
本

部
の
落
成
式
が
９
月
１
日
、
水
俣
市
ひ
ば

り
ヶ
丘
に
完
成
し
た
新
庁
舎
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

落
成
式
に
は
、
水
俣
市
、
芦
北
町
、
津

奈
木
町
の
首
長
な
ど
約
１
６
０
人
が
出
席

し
、
玄
関
前
で
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
後
、

関
係
者
な
ど
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し

た
。
閉
会
後
に
は
県
防
災
ヘ
リ
「
ひ
ば

り
」
に
よ
る
救
助
訓
練
と
離
着
陸
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
庁
舎
は
水
俣
警
察
署
横
の
約

１
万
４
千
㎡
の
敷
地
に
建
設
さ
れ
、
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
２
階
建
て
（
訓
練
棟

は
一
部
５
階
建
て
）
で
延
べ
面
積
は
約

２
８
０
０
㎡
、
総
事
業
費
は
15
億
円
で
し

た
。
新
庁
舎
に
は
、
１
０
０
人
が
一
度
に

収
容
で
き
る
多
目
的
ホ
ー
ル
や
水
俣
消
防

署
、
２
階
は
消
防
本
部
と
広
域
事
務
局
、

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
配
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
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【
町
民
講
座
】

書
道
（
か
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
江　

信
子

短
歌

　　

満
月
に
秋
風
そ
よ
ぐ
城
跡
で
能
の
舞
台
に
引
き
込
ま
れ
ゆ
く　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
田
久
美
子
（
大
野
）

　

月
明
か
り
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
か
城
跡
の
観
月
会
の
薪
能
見
る　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
園　

鈴
子
（
湯
浦
南
）

　　　

い
ざ
よ
ひ
の　

月
も
照
し
ょ
う
ら
ん覧　

薪
能　
　
　
　

田
村　

涼
風
（
水
俣
市
）

　

城し
ろ
あ
と跡

に　

菊
の
節せ

ち
え会

や　

薪
能　
　
　
　

  

太
田　

哲
夫
（
出
水
市
）　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
【
田
浦
短
歌
会
】　

　

軒
先
の
雀

ス
ズ
メ
バ
チ蜂

の
巣
太
り
ゆ
く
わ
れ
の
思
惑
を
つ
ゆ
知
ら
ず
し
て　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

溝
口　

陵
子

　

建
て
か
え
し
家
の
僅
か
な
草
む
ら
に
秋
く
れ
ば
鳴
く
虫
の
声
あ
・
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下
キ
ミ
子

　

吹
き
あ
ぐ
る
風
に
ふ
る
え
て
あ
た
ふ
た
と
急せ

か
る
る
ご
と
く
衣
替
え
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
山　

澄
子　

　

秋
風
の
そ
よ
ぎ
の
な
か
に
四や
ま
ぼ
う
し

照
花
の
朱あ

け
み実

は
夕
日
と
か
ら
み
あ
い
つ
つ　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
郷
た
も
る

　

救
急
車
で
運
ば
れ
し
夫
の
心
肺
の
検
査
待
つ
間
の
う
つ
つ
と
も
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

忠
子

　
　
「
雲
の
落
書
き
」　　

　
佐
敷
城
跡
観
月
会 

短
歌
・
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト

お 誕 生 お め で と う

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

森本　陽
ようすけ

介　　  ８．２６　　男　　慎一　　   芦北
岡村　明

あ か り

花里　  ８．２８　　女　　啓一　　   田浦１
岡村　明

あ き な

奈　　  ８．２８　　女　　啓一　　   田浦１
髙辻　澪

みお

　　　  ９．  １　　女　　俊　　　   田浦町１
新立　大

たいよう

陽　　  ９．  １　　男　　大輔　　   湯南団地
川田　莉

り り

里　　  ９．  ７　　女　　晃太郎　   小田浦５
山下　ゆり　　  ９．１０　　女　　真也　　   大川内東
大塚　煌

こ う が

雅　　  ９．１３　　男　　裕章　　   花岡西
入江　亜

あ み

美　　  ９．１４　　女　　竜一　　   田川
前田　愛

あ い り

唯里　  ９．１５　　女　　邦彰　　   芦北
前田　稜

りょうた

太　　  ９．１５　　男　　邦彰　　   芦北
藤井　華

か え で

楓　　  ９．１５　　女　　聡史　　   高岡南
福山　尋

ひ ろ や

也　　  ９．１７　　男　　善也　　   湯浦北
淵上　滉

こうだい

大　　  ９．１８　　男　　伸也　　   芦北

H26.9.1 〜 9.30 受付分（敬称略）受付件数 14 件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報係までご連絡ください。

　氏　　名               死亡日　     　年齢　　　　   区　

向森　チエノ　　 ８．３１　　　９０　　　大尼田
緒方　巳熊　　　 ９．  １　　　９２　　　高岡南
桑本　カヨ子　　 ９．  ２　　　４６　　　桑原
齊藤　満　　　　 ９．  ２　　　８１　　　宮崎
橋口　チヨノ　　 ９．  ３　　　８２　　　田浦１
早稲田　ユキエ　 ９．  ３　　　９５　　　田浦１
有満　優　　　　 ９．  ３　　　７３　　　白岩
山下　幸子　　　 ９．  ３　　　８１　　　黒岩
江口　覺　　　　 ９．  ６　　　９１　　　大川内西
林　マサ子　　　 ９．  ６　　　８６　　　大川内東
松井　龍文　　　 ９．  ９　　　５７　　　道川内西
濱田　文江　　　 ９．１１　　　９１　　　田浦町２
市川　信明　　　 ９．１２　　　９０　　　田浦１
溝上　邦子　　　 ９．１３　　　７６　　　大野
鹿田　衛　　　　 ９．１４　　　８５　　　湯浦東
德永　ミエ　　　 ９．１７　　　９７　　　大野
尾下　マツヨ　　 ９．１８　　　９４　　　計石西
山下　シヅモ　　 ９．１８　　　９３　　　波多島
古市　マサエ　　 ９．１８　　　９４　　　計石西
塩森　薰　　　　 ９．１９　　　６２　　　塩浸
寺川　一　　　　 ９．１９　　　８１　　　宮崎
栫　重雄　　　　 ９．２３　　　９４　　　湯浦南
森下　善藏　　　 ９．２４　　　９１　　　豊岡
松下　鼎　　　　 ９．２５　　　７９　　　井牟田２
大園　晃　　　　 ９．２５　　　８３　　　田川
今村　トシ子　　 ９．２７　　　８８　　　湯浦南
前田　タキエ　　 ９．２８　　　９３　　　豊岡

H26.9.1 〜 9.30 受付分（敬称略）受付件数 31 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。
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火
縄
銃
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事
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世
界
記
録
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認
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さ
れ
ま
し
た
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指
定
さ
れ
た
条
件
の
「
２
５
０
人
以

上
で
の
成
功
」
に
対
し
て
参
加
者
は

２
５
２
人
。
３
人
が
不
発
だ
っ
た
ら

ア
ウ
ト
と
い
う
、
と
て
も
シ
ビ
ア
な

条
件
で
し
た
。
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
１

回
目
、
２
回
目
の
挑
戦
が
失
敗
し
、

「
こ
れ
は
厳
し
い
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
う
空
気
が
会
場
内
に
流
れ
て
い

ま
し
た
。
３
回
目
の
挑
戦
で
成
功
し

た
と
き
、
会
場
は
大
き
な
感
動
に
包

ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
も
し

３
０
０
人
で
撃
っ
て
、
楽
に
条
件
を

ク
リ
ア
し
て
い
た
ら
（
も
ち
ろ
ん
達

成
感
は
あ
っ
た
で
し
ょ
う
が
）、
こ

れ
ほ
ど
大
き
な
感
動
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
く
つ
も

の
失
敗
や
努
力
の
積
み
重
ね
が
、
成

功
し
た
と
き
の
喜
び
を
高
め
て
く
れ

る
の
だ
な
と
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。
と
は
い
え
、
広
報
で
は
失

敗
し
な
い
よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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野
）

　

観
月
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
能

体
験
教
室
で
、
講
師
と
な
ら
れ
た
能

楽
師
の
か
た
が
「
能
面
は
命
よ
り
も

大
事
。
面
を
つ
け
る
と
き
に
は
必
ず

一
礼
を
す
る
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
能
面
の
作
り
手
や
こ
れ
ま
で
大

切
に
使
っ
て
こ
ら
れ
た
先
代
た
ち
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
そ
の
よ
う
に
礼
節
を
重
ん

じ
る
姿
は
素
晴
ら
し
く
、
私
も
見
習

わ
ね
ば
、
と
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
し
た
。
▼
秋
ら
し
い
気
候
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
芸
術
の
秋
、
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
、
食
欲
の
秋
…
み
な
さ
ん
は

ど
ん
な
秋
を
満
喫
さ
れ
ま
す
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
か
ま
ち
）

今月の絵手紙

山元千恵美

芦
北
っ
子
ス
マ
イ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

藤井ひなた ちゃん

2 歳（湯南団地）

一足早いサンタさん♥

写真に、①子どもの氏名・ふり
がな　②年齢③コメント（30
字以内）④住所⑤連絡先（電話
番号）を添えて、　Ｅメール、
郵送、持参のいずれかでお申し
込みください。

＊申込・問い合わせ先
　総務課　秘書広報係
　☎（８２）２５１１
　　　　　　（内線２１２）
　Ｅメール：
　　koho @town.ashikita. lg.jp

スマートフォン
からはＱＲコー
ドを利用すると
便利です。

掲載写真募集中

【町民講座】

祝
１
０
０
歳　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　10 月１日、橋本澄江さん（新町）が 100 歳
の誕生日を迎え、芦北町から長寿慶祝金が贈ら
れました。橋本さんは、、耳がやや不自由です
が、介護サービスを受けることなく日常生活は
すべて自分で行い、近所の妹さん達から食事な
ど支援を受けながら一人暮らしをされていま
す。「８人兄妹の一番上でしっかりした性格で
す。野菜や果物を務めて食するように心がけ、
健康管理を行うことが長生きの秘訣かもしれま
せん」と妹さんが話してくれました。

　９月 13 日、倉本シズカさんが 100 歳の誕
生日を迎え芦北町から長寿慶祝金が贈られまし
た。倉本さんは、現在水俣市内の病院に入院中
ですが、この日は元気に顔を見せてくれまし
た。倉本さんに長生きの秘訣を尋ねると「何で
も食べることと気を長く持つことでしょうか
ね」続けて、「まだしばらくは生きるごたっで
す」と笑いながら答えてくれました。ご家族に
よると倉本さんは若いころから芯が強い性格で
農作業をこなしてこられたそうです。

橋本 澄江 さん（新町） 倉本 シズカ さん（白木）
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２
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８
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㈰
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○
休
館
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第
２
・
４
月
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日
（
祝
日
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○
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館
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前
９
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後
５
時

＊
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い
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☎︎
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６
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１
６
０
０

「
未
来
を
生
き
る
君
た
ち
へ
」
展　

▶
「
サ
ッ
カ
ー
」（
座
禅
草
）
２
０
０
２
年

　

詩
画
を
描
く
と
き
、
富
弘
さ
ん
は
い
つ
し
か
蟻

の
よ
う
に
小
さ
く
な
っ
て
花
び
ら
の
間
を
這
い
ま
わ

り
、
体
中
に
黄
色
い
花
粉
を
つ
け
て
い
る
よ
う
な
錯

覚
さ
え
し
て
し
ま
う
そ
う
で
す
。
自
然
と
共
に
歩
ん

で
き
た
富
弘
さ
ん
。
そ
ん
な
富
弘
さ
ん
が
小
さ
な
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
た
い
想
い
と
は
？
「
じ
し
ば
り
」、

「
サ
ッ
カ
ー
（
座
禅
草
）」
25
点
余
を
展
示
し
ま
す
。
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／
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あ
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11 月 15 日㈯
午後１時 30 分〜午後４時
（開場　午後０時 30 分）

あしきた青少年の家
３００人（定員になり次第

　　　　　　　締め切らせていただきます）

入場無料

お申し込みは、町内の各施設などに配布し
てあるチラシ裏面の申込書に記入し、FAX
または郵送でお申し込みください。
電話でのお申し込みもできます。

金澤翔子さん（書家）による席上揮
き ご う

毫と

その母である金澤泰子さん（書家）による講演

「ダウン症の娘と共に生きて」

「障がい者の方が制作した

手づくり品販売」・「障がい

者作品展」も同時開催

＊申込・問い合わせ先　
　芦北町自立支援協議会事務局（福祉課内）　☎（８２）２５１１（内線１５３）

芦
北
う
た
せ
感
謝
祭

11 月 8 日土
　　午前 9 時〜午後３時
芦北町漁協前広場

うたせ船クルージング
乗船には当日の受付が必要です。
受付時間：午前８時〜午後２時
　　　　（事前の予約はできません）
乗船料：大人５００円、小学生以下３００円

魚さばき・塩づくり体験

鯛
たい

の味噌汁無料サービス
（正午〜 先着 200人を予定）

漁師さんから指導を受けながら魚をさばく体
験をしたり、不知火海の海水を使った塩づく
り体験ができます。

アシアカエビの塩焼きや海鮮丼などのほか芦北町
の特産品や海産物、加工品などを販売します。
おいしく炭火で焼き上げた海鮮焼きもあります。

＊問い合わせ先　商工観光課　観光係　☎（８２）２５１１（内線１７２）

※事前にお申し込みが必要です

演題

日 

時

場 

所

日 時

場 所

定 員

ダウン症として生を受けた娘に絶望し、何度も心中を考
えた母。見えない壁を乗り越えながら、娘は幼い子ども
や障がい者に書を教えるまで成長した。たったひとつの
希望を探し続けた親子の軌跡。

くまモンも来場！午後１時頃予定

海鮮焼き・海鮮丼・　　　　　特産品販売


